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「美味しさ」の検証チーム
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「美味しさ」デバイスの探索とその活用 
～ 高齢者や障害者への摂食アプローチをめざすために ～

●キーワード● 美味しさ、食行動、感覚相互作用、食品開発

　人間が日常的に行う行為のなかでも、特に重要な要素
が食である。何を食べるか、どのように食べるかという
ことは一つの楽しみであり、文化になっています。私た
ちが日常生活で使う「味」とは、舌の上に分布している味
覚細胞のみによってだけでなく、実際には味覚以外の数
種の感覚刺激（嗅覚・視覚・聴覚・触覚等）を統合したもの
として食品の味を認識しています。それゆえに検証が困
難です。
　我々はこれまで「美味しさ」をどのように測定できる
か、検討し検証を進めてきました。その結果、『「美味し
い」と感じたときの瞳孔の縮尺に変動がある』『皮膚電気
反応がある』(図1）『「美味しい」と感じた時に唾液内タン
パク質の一種（S100A8）が特異的に分泌されている』
(図２）という生体反応がみられました。これらを「美味
しさ」デバイスとして発展させることができれば主観的
評価が困難な対象（高齢者や障害者）への検証ができる
のではないかと考えました。

『嚥下障害がある高齢者でも美味しいものを飲み込むと
きは「つるん」とのみこんでむせない』という経験談を看
護師や介護士からよく聞きます。本研究が実証されるこ
とで「美味しさ」と嚥下の関係や「美味しさ」重視の介護
職の開発に着手できるのではないかと考えました。

Yu Koyama a, Shalika Dewmi Premarathne, Thulasika Oppilamany, Ayaka Ohnuma, Akiko Okuda, Atsuhiko Iijima, 
Noriyasu Onoma, Mieko UchiyamaDifferences in subjective taste between Japanese and SriLankan students 
depending on food composition,nationality, and serum zinc, Clinical Nutrition Experimental , 22 , 1-9, 2018.
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研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　食の嗜好や満足感は、食べる意欲や飲み込み方に
関係していると考えますが、検証の段階です。食品サ
ンプル作成から共同研究いただける方、共同研究い
ただける業種の方大歓迎です。

　味覚や風味の研究や企業食品開発を推進している
新潟県内の食品業者、医工学とその応用を食に活か
すことを検討している分野との共同研究を期待しま
す。
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図1　風味および味刺激と自律神経系の反応

図2　嗜好の違いによる唾液内タンパクの分泌状態
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医工連携：生体の計測から広がるヘルスケア 
～ 脳・神経系から人間支援へ ～

●キーワード● 脳神経科学、視覚情報処理、自律神経、ヘルスケア

　医療分野に止まらず、日常にある健康や安全な生活の
ために必要な医学生理学的検証を、医学と工学を組み合
わせて取り組んでいます。特に、視覚と脳神経系の関係
に注目して、モノを見ることをきっかけとして、見た情
報の脳内処理から全身へ波及する脳と臓器の連関を分
析し、診断技術の開発、ヘルスケアのためのモニタリン
グ技術を開発しています。
　眼球はモノを見るために精密に運動しますが、その際
の動きの向きや速度、パターンに多くの情報を持ってい
ます。また、瞳孔は光に反応してその径を変化させるだ
けではなく、情動（喜怒哀楽の様な感情）の変化にも敏感
に反応し径を変えます。これらは自律神経系の作用に
よって変化します。眼球運動や瞳孔を分析することで、
脳内で起こっている現象や自律神経の様子を推定する
ことが期待できます。
　ヒトの豊かな生活のためには、肉体的な健康に加えて
心の健康にも気を配りたいところです。感性に効果をも
たらす美術や音楽を探り、科学的に芸術の良さを考える
ことにも取り組んでいます。脳神経系を中心とした生体
計測から心身の状態をモニタリングする技術は、医療、
ヘルスケアへ大きく貢献できる分野です。

Iijima A, et al., Vergence eye movement…, Displays, 33(2), 91-7, 2012.
飯島淳彦ほか，ストレス状態の推定に有効な…，生体医工学，49(6), 946-951, 2011.
立体画像分析装置（園 田 重 昭,  飯 島 淳 彦，特許第5331785号）など

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　医学部保健学科、医学科生理学教室などと密に連携
し、医工学研究を推進しています。医学と工学の双方
の専門知識・技術を用いて研究開発しています。

　計測機器、光学機器、ITを含む電子・情報系メーカー、
医療機器メーカー、ヘルスケアを目的とする仕組み作
りに関心のある企業、自治体など

関連する知的財産
論文 等

眼球運動と瞳孔反応のリアルタイム計測

fMRIによる脳機能解析
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専門分野 神経生理学、生体医工学、認知科学、計測工学、人間工学
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